
水位情報提供システムの水平・垂直統合

○これまで水位データは国および地方公共団体（河川管理者等）が個別にデータを所有
○国、地方公共団体が一体となって、クラウドサーバを活用することにより水平・垂直方向に統合したシステムを構築
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●IoT技術を活用し、個々の水位計から全国統一システムへ
直接データ転送
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スマートフォン、パソコンへ配信
河川管理者、市町村、住民等へ提供

A I
水位計B

水位計A

水位計A

参考資料


